
ヒ
ヅ

ク
ス
に
壮
け
ろ
代
替
補
完
概
念
の
吟
昧

連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
白

』ＩＬ

田

邦
　
　
臣

　
多
数
消
費
財
の
需
要
に
就
い
て
考
察
す
る
に
当
り
、
ン
、
の
一

環
と
し
て
、
連
関
財
の
連
関
性
即
ち
財
相
互
聞
の
代
替
・
補
完

の
関
係
に
基
く
効
果
を
確
定
す
る
事
は
重
要
で
あ
る
。
に
も
拘

ら
ず
連
関
財
に
於
け
る
こ
れ
ら
二
つ
の
連
関
性
乃
至
関
係
を
、

何
を
基
準
と
し
て
判
定
す
る
か
に
就
い
て
は
、
従
来
よ
り
種
六

の
提
案
が
な
さ
れ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
未
だ
十
分
な
る
意
見
の

一
致
を
見
る
に
至
っ
て
居
な
い
。
惟
ふ
に
、
連
関
財
の
考
察
が

特
に
必
要
で
あ
る
の
は
、
ユ
、
れ
が
多
数
消
費
財
の
連
関
的
需
要

○
決
定
に
当
っ
て
、
有
用
だ
か
ら
で
あ
る
．
従
っ
て
、
連
関
財

に
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
を
な
す
に
当
っ
て
も
、
・
！
、
九
は
需

　
　
ヒ
ツ
ク
ス
に
．
拍
け
る
水
替
補
完
概
念
の
吟
味
バ
山
田
）

要
面
乃
至
そ
れ
と
の
関
連
に
於
い
て
な
ざ
れ
る
事
が
望
し
い
。

叉
、
連
関
財
の
考
察
が
多
数
消
費
財
の
連
関
的
需
要
の
決
定
に

当
り
、
特
に
有
用
で
あ
る
の
は
、
根
本
的
に
は
、
そ
の
連
関
的

需
要
の
決
定
が
、
財
相
互
間
の
使
用
上
の
連
関
性
と
云
う
独
自

の
要
因
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

代
替
補
完
の
定
義
を
需
要
面
に
則
し
て
な
す
事
が
望
し
い
と
し

て
も
、
そ
れ
は
使
用
上
の
連
関
性
を
十
分
に
反
腺
す
る
も
の
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
た
い
。
以
上
の
二
点
に
、
特
に
留
意
し
つ
つ
、

連
関
財
に
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
を
、
従
来
の
主
要
な
る
提

案
に
就
い
て
検
討
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
ず
エ
ッ
ヂ
ワ

す
－
ス
・
パ
レ
ー
ト
Ｏ
定
義
に
就
い
て
見
る
に
、
そ
れ
は
一
財

の
所
有
量
の
増
加
が
他
財
の
限
界
効
用
に
及
す
影
響
を
判
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
五
九
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
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・
第
五
号
）

基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
ー
、
ン
、
こ
に
は
使
用
上
の
連
関
性
と
の

何
等
の
不
一
藪
も
見
ら
れ
な
い
、
然
な
が
ら
、
限
界
効
用
の
増

滅
を
、
直
接
、
判
定
の
基
準
と
し
て
取
る
結
果
、
効
用
の
可
測

性
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
貨
幣
の
限
界
効
用
を
一

定
と
仮
定
す
る
事
に
依
り
、
そ
れ
を
需
要
面
に
於
て
表
示
す
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
事
実
上
、
ン
、
の
仮
定
が
ど
こ
迄
許
容
し

得
る
か
に
は
疑
問
が
あ
る
、
隈
界
効
用
の
増
滅
を
直
ち
に
判
定

の
基
準
と
す
る
事
に
基
く
困
難
は
、
そ
れ
だ
け
に
裁
い
て
云
え

ぱ
、
効
盾
の
増
滅
の
判
定
に
選
択
理
論
を
援
用
す
る
事
に
依
り
、

回
避
せ
ら
れ
る
。
此
の
線
に
沿
う
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
ジ
ヨ

ン
ソ
ソ
・
ア
レ
ソ
と
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
定
義
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン

ソ
ソ
・
ア
レ
ン
は
二
財
間
の
代
替
・
補
完
の
関
係
を
一
財
の
所

有
量
の
変
化
が
両
財
の
隈
界
効
用
の
比
に
及
す
効
果
を
基
準
と

し
て
判
定
し
よ
う
と
す
る
。
ユ
、
れ
は
、
幾
何
学
的
に
は
無
差
別

曲
線
の
傾
斜
に
依
っ
て
示
さ
れ
る
一
け
れ
ど
も
、
此
の
基
準
を

取
る
時
、
エ
ツ
ヂ
フ
ォ
ー
ス
・
パ
レ
ー
ト
の
基
準
に
於
て
独
立

財
と
な
る
べ
き
も
の
が
補
完
財
と
定
義
せ
ら
れ
る
。
こ
の
事
は
、

ジ
ヨ
ソ
ソ
ン
・
ア
レ
ソ
の
定
義
が
そ
れ
だ
け
便
用
上
の
連
関
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
五
九
六
）

を
十
分
に
反
映
し
て
い
な
い
事
を
意
味
す
る
。
尚
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
ニ
ァ
レ
ン
の
定
義
に
従
え
ば
、
任
意
の
二
財
は
必
ず

常
に
同
一
の
関
係
に
立
っ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
　
こ
れ
も
叉
、
事
実
に
反
す
る
。
　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
ジ
ヨ

ン
ソ
ン
・
ア
レ
。
ン
同
様
、
無
差
別
曲
線
を
利
用
す
る
の
で
あ
る

が
、
た
だ
、
後
者
と
異
る
の
は
単
な
る
無
差
別
曲
線
の
傾
斜
で

は
な
く
し
て
、
無
差
別
曲
線
か
ら
得
ら
れ
た
二
財
の
飽
満
曲
線

を
基
準
と
し
て
、
ン
、
れ
等
の
曲
線
の
傾
斜
に
低
り
判
定
し
よ
う

と
し
た
点
で
あ
る
、
此
の
基
準
に
依
れ
ば
、
効
用
可
測
性
の
前

提
を
必
要
と
し
な
い
の
み
な
ら
ず
エ
ッ
ジ
ワ
ォ
ー
ス
．
バ
レ
ー

ト
の
定
義
と
も
一
致
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
基
準
に
於
て

仮
定
す
る
二
財
の
中
の
一
方
が
飽
満
量
に
於
て
所
有
さ
れ
て
い

る
と
云
う
事
は
、
現
実
に
は
、
多
く
の
場
合
認
め
難
い
。
叉
、

そ
の
様
な
仮
定
が
仮
り
に
容
認
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ン
、
れ
か

ら
、
二
財
の
所
有
量
が
い
づ
れ
も
飽
満
量
に
満
た
な
い
場
合
の

両
財
の
連
関
性
を
推
定
す
る
事
は
、
必
し
も
常
に
正
し
い
と
は

云
え
な
い
、
以
上
三
説
は
、
い
づ
れ
も
連
関
財
に
於
け
る
代

替
・
補
宅
の
関
係
を
消
費
面
に
於
て
定
義
し
た
の
で
あ
る
が
、



こ
れ
に
戊
し
て
、
ス
ル
ツ
キ
・
ー
シ
ュ
ル
ツ
は
、
こ
れ
を
需
要

面
か
ら
定
義
し
よ
う
と
す
る
一
ン
、
れ
は
一
層
詳
し
く
云
え
ば
、

一
般
に
、
一
財
の
価
格
変
化
が
他
財
の
需
要
量
に
及
す
効
果
の

中
、
代
替
効
果
を
以
て
判
定
の
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一

財
の
価
格
変
化
が
他
財
の
需
要
量
に
及
す
効
果
の
中
か
ら
、
所

得
効
果
を
抹
除
し
た
事
は
、
需
要
面
か
ら
す
る
定
義
を
一
歩
前

進
せ
し
め
た
も
の
と
云
え
る
。
然
し
な
が
ら
、
代
替
効
果
そ
の

も
の
は
、
価
格
比
率
の
変
化
に
基
く
影
響
と
、
使
用
上
の
連
関

性
に
基
く
影
響
と
を
共
に
含
む
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ

ら
二
つ
の
影
響
の
中
、
前
者
が
後
者
よ
り
大
な
る
限
り
、
代
替

効
果
に
依
る
判
定
は
必
し
も
常
に
使
用
上
の
連
関
性
を
十
分
に

反
映
す
る
と
は
云
え
な
い
、
代
替
・
補
完
の
定
義
を
需
要
面
に

於
て
な
す
た
め
に
は
、
代
替
効
果
か
ら
価
格
比
率
の
変
化
に
基

く
影
響
を
除
去
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
一

　
以
上
が
前
号
に
於
け
る
此
の
考
察
の
要
約
で
あ
る
一
連
関
財

に
於
け
る
代
替
・
補
完
の
定
義
に
就
て
は
、
以
上
の
他
に
尚
種

く
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
今
一
つ
見
逃
し
得
な
い
の
は

ヒ
ッ
ク
ス
（
』
．
〆
；
ｏ
び
）
の
定
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
分
析

　
　
　
ヒ
ッ
ク
ス
に
．
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
田
）

　
　
　
　
　
、

に
於
て
極
め
て
精
織
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ン
、
の
消
費
面
か

ら
す
る
定
義
に
は
既
述
の
四
つ
の
提
案
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

餅
新
な
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
此
の
ヒ
ツ
ク

ス
の
定
義
に
検
討
を
加
え
た
る
後
、
私
見
の
一
端
を
述
べ
て
見

た
い
と
思
う
。

二

　
ヒ
ッ
ク
ス
の
連
関
財
に
於
け
る
代
替
・
補
完
の
定
義
は
二
つ

に
分
た
れ
る
。
そ
の
一
は
数
学
的
定
義
で
あ
り
、
他
は
記
述
的

定
義
で
あ
る
。
前
者
は
需
要
面
か
ら
後
者
は
主
と
し
て
消
覧
面

か
ら
、
そ
れ
が
行
わ
れ
て
居
る
。
こ
れ
等
二
つ
の
定
義
は
単
に

記
述
の
形
式
に
於
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
結
果
に
於
て
も
必
し

　
　
　
　
　
○

も
一
致
し
な
い
、
た
だ
数
学
的
定
義
は
、
既
述
の
ス
ル
ッ
キ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

シ
ュ
ル
ツ
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
迄
も
、
基
本

的
に
は
大
差
な
く
、
後
者
に
対
す
る
前
節
の
挽
判
が
、
こ
こ
で

も
そ
の
ま
ま
当
嵌
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
以
下
に
於
て
は
主
と

し
て
記
述
的
定
義
に
就
い
て
考
察
す
る
。

　
ヒ
ツ
ク
ス
は
ン
、
の
記
述
的
定
義
を
主
と
し
て
消
費
面
か
ら
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
五
九
七
）



、
吊
、
，
二
、
パ
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一
．
！
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軍
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、
、
、
パ
ヌ
、
，
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，
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．
、
義
、
、
、
、
∴
哨
刊
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“
、
匡
．
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、
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∴
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、
、
、
〆

　
　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
春
い
第
瓦
号
）

　
を
う
と
す
る
。
そ
の
基
礎
と
す
る
の
は
エ
ツ
ジ
ワ
ー
ス
・
パ
レ

　
ー
ト
の
定
義
で
あ
る
、
た
だ
、
エ
ツ
ジ
ワ
ー
ス
・
パ
レ
ー
ト
の

　
定
義
は
そ
の
ま
ま
で
は
効
用
の
可
測
性
を
前
提
し
、
且
こ
れ
を

　
無
差
別
曲
線
に
依
り
表
示
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
形
状
か
ら
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
替
・
補
完
の
関
係
を
明
確
に
区
別
す
る
事
が
出
来
な
い
、
ヒ
ツ

　
ク
ス
は
こ
れ
ら
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
、
エ
ッ
ジ
フ
ー
ス
・

　
パ
レ
ー
ト
の
定
義
に
於
け
る
「
隈
界
効
用
」
の
代
り
に
、
　
「
貨

　
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
」
を
考
え
る
。
そ
こ
に
は
、
定
義
を

　
単
に
消
費
面
に
於
て
ば
り
で
な
く
、
進
ん
で
需
要
面
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
に
於
て
行
わ
ん
と
の
意
図
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
此
の
様

　
に
し
て
、
定
義
の
中
に
貨
幣
を
導
入
す
る
事
、
換
言
す
れ
ば
、

　
定
義
を
需
要
面
と
の
関
連
に
於
て
行
う
事
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

　
”
！
、
の
定
義
の
中
に
所
得
効
果
の
介
入
を
詐
容
す
る
事
を
意
味
す

　
る
。
、
１
、
こ
で
、
ヒ
ツ
ク
ス
は
、
此
Ｏ
点
を
考
慮
し
て
、
一
財
を

　
貨
幣
に
代
替
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
「
消
費
者
の
経
済
状
態

　
う
条
前
の
ま
ま
に
残
す
」
様
な
形
で
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云

　
を
以
件
を
付
加
す
る
亡
そ
、
つ
で
な
け
れ
ば
、
一
財
Ｏ
所
有
対
り

　
増
加
は
実
質
所
得
の
増
加
を
逓
じ
て
貨
幣
ｏ
限
界
効
用
に
作
用

、
マ
早
．
．
，
，
，
二
、
　
，
ぺ
、
川
、
・
，
一
，
二
一
・
．
、
、
．
ぺ
一
・
．
・
、
．
　
讐
　
、
”
、
．
、
　
一
＾
、
　
一
．
ド
　
。
、
苛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
五
九
八
）

し
、
他
財
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
を
便
用
上
○
連
関
性

に
基
く
効
果
と
は
無
関
係
の
方
向
に
動
か
す
か
も
し
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
、
こ
れ
等
の
考
慮
の
下
に
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
連
関
財
に

於
け
る
代
替
補
完
の
関
係
を
次
の
如
く
定
義
す
る
。

　
　
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
良
化
し
な
い

ま
ま
に
残
す
よ
う
な
形
で
Ｘ
が
貨
幣
に
対
し
て
代
替
さ
れ
る
と

き
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
が
滅
少
す
る
な
ら
ば
、

ｙ
は
Ｘ
の
代
替
財
で
あ
る
、
ま
た
、
Ｘ
が
貨
幣
に
対
し
て
代
替

さ
れ
る
と
き
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
替
率
が
増
加
す
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ら
ば
、
ｙ
は
Ｘ
の
補
完
財
で
あ
る
」

　
有
の
定
義
に
就
い
て
次
の
事
が
考
え
ら
れ
る
。
一
財
例
え
ば

Ｘ
財
を
貨
幣
に
代
替
す
る
場
合
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
一
定
と

仮
定
す
る
か
、
或
は
変
化
す
る
に
し
て
も
、
ン
、
れ
が
極
め
て
微

少
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
〆
、
れ
は
一
般
に
実
質
所
得
の
極
め
て
少
な

る
変
化
を
意
味
し
、
ン
、
の
所
得
効
果
は
無
視
し
得
る
。
反
対
に
、

有
の
例
に
於
て
貨
幣
の
限
界
効
用
が
変
化
し
、
且
ン
、
れ
が
極
め

て
大
で
あ
ろ
と
す
れ
ば
、
ン
、
れ
は
一
般
に
、
実
質
所
得
の
極
め

て
大
な
る
変
化
を
意
味
し
、
ン
、
ｏ
所
得
効
果
は
無
視
し
得
た
い

　
　
　
　
　
ｏ



次
に
、
実
質
所
得
が
一
定
で
あ
る
と
云
う
時
、
ン
．
れ
に
は
二
つ

の
場
合
が
あ
る
。
ン
、
の
一
は
、
実
質
所
得
が
不
変
な
る
場
合
で

あ
り
、
他
は
、
実
質
所
得
は
変
化
す
る
が
、
そ
の
部
分
だ
け
が

後
に
除
去
せ
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
前
の
場
合
に
は
、
所
得
効

果
は
認
め
ら
れ
ず
、
後
の
場
含
に
は
所
得
効
果
は
認
め
ら
れ
る

が
、
そ
れ
が
後
に
除
去
せ
ら
れ
る
事
を
意
味
す
る
箒
今
、
ヒ
ッ

ク
ス
の
定
義
に
就
い
て
見
る
に
、
そ
こ
に
於
て
、
　
「
消
費
者
の

経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
と
云
う
の
は
、
Ｘ
ｙ
両
財

か
ら
成
る
同
一
無
差
別
曲
線
上
の
単
な
る
移
動
を
意
味
し
、
そ

こ
に
は
何
等
の
実
質
所
得
の
変
化
、
従
っ
て
所
得
効
果
も
認
め

ら
れ
な
い
。
然
し
、
そ
の
こ
と
は
、
何
も
最
初
か
ら
実
質
所
得

の
変
化
、
従
っ
て
、
所
得
効
果
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
最
初
か
ら
実
質
所
得
の
変
化
、
従
っ

て
、
所
得
効
果
の
認
め
ら
れ
な
い
場
合
と
、
最
初
は
認
め
ら
れ

た
が
後
に
そ
れ
が
除
去
せ
ら
れ
る
場
合
と
を
共
に
考
へ
る
事
が

出
来
る
、
前
の
場
合
に
は
貨
幣
の
限
界
効
用
は
一
定
で
あ
り
、

後
の
場
合
に
は
貨
幣
の
限
界
効
用
は
変
化
す
る
。
斯
く
て
、
ヒ

ッ
ク
ス
の
定
義
に
就
い
て
は
貨
幣
の
限
界
効
用
が
一
定
な
る
場

　
　
’
、
ツ
ク
ス
侭
省
け
る
代
潜
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
囲
）

合
と
、
そ
れ
が
変
化
す
る
場
合
の
二
通
り
を
考
え
る
事
が
出
来

＠る
。
そ
し
て
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
は
効
用
理
論
の
立
場
か
ら
次

の
如
く
に
理
解
せ
ら
れ
る
。

四
貨
幣
の
限
界
効
用
が
一
定
の
場
合
。
Ｘ
の
貨
幣
代
替
に
依
り

　
Ｘ
の
限
界
効
用
は
滅
少
す
る
が
、
貨
幣
の
限
界
効
用
は
変
ら

　
な
い
。
従
っ
て
、
若
し
Ｘ
の
増
加
に
依
り
ｙ
の
隈
界
効
用
が

　
増
加
す
れ
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
は
増
加
し
、

　
Ｘ
ｙ
両
財
は
補
完
財
と
な
る
。
叉
、
若
し
Ｘ
の
増
加
に
依
り

　
ｙ
の
限
界
効
用
が
滅
少
す
れ
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界

　
代
替
率
は
滅
少
し
、
Ｘ
ｙ
両
財
は
代
替
財
と
な
る
。

四
貨
幣
の
限
界
効
用
が
変
化
す
る
場
合
。
Ｘ
の
貨
幣
代
替
に
依

　
り
、
Ｘ
の
限
界
効
用
は
滅
少
し
、
貨
幣
の
限
界
効
」
用
は
増
加

　
す
る
。
従
っ
て
、
若
し
Ｘ
の
増
加
に
依
り
ｙ
の
隈
界
効
用
が

　
増
加
し
、
且
そ
の
増
加
が
貨
幣
の
限
界
効
用
の
増
加
よ
り
大

　
な
ら
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
は
増
加
し
、
Ｘ

　
ｙ
両
財
は
補
完
財
と
な
る
。
叉
、
若
し
Ｘ
の
増
加
に
依
り
、

　
ｙ
の
限
界
効
用
が
滅
少
す
れ
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界

　
代
替
率
は
減
少
し
、
ｘ
ｙ
両
財
は
代
替
財
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
五
九
九
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
五
、
号
）

　
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
一
定
と
仮
定
す
れ
ば
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定

義
は
パ
一
■
ト
の
定
義
ダ
等
卵
何
故
奮
ば
貨
幣
の
隈

界
効
用
を
一
定
と
す
れ
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
卒

は
ｙ
の
隈
界
効
用
の
変
化
に
伴
っ
て
変
化
す
る
に
遇
ぎ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
は
そ
の
定
義
を
主
と
し
て
消
費
面
か
ら

行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
、
そ
れ
を
需
要
面
に
適
用
す
れ
ば

ど
う
で
あ
る
か
。

　
任
意
の
二
財
Ｘ
ｙ
が
あ
っ
て
、
Ｘ
を
貨
幣
に
代
替
す
る
場
合
、

そ
の
代
替
が
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
見
ら
れ
る
様
な
単
純
な
る
も

の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
も
の
で
あ
る

か
に
依
っ
て
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
督
率
の
変
化
が
異

　
　
　
　
　
、

っ
て
来
る
か
否
か
一
を
考
え
る
、
Ｘ
の
貨
幣
代
替
が
Ｘ
の
価
格

下
落
に
基
い
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
Ｘ
の
価
格
下
落

が
Ｘ
の
需
要
に
及
す
綜
合
効
果
に
依
っ
て
表
さ
れ
、
ヒ
ッ
ク
ス

の
定
義
に
基
い
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
単
な
る
Ｘ
の

増
加
、
貨
幣
の
滅
少
に
依
っ
て
表
さ
れ
る
。
次
に
、
有
の
代
替

が
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
様
に
な
さ

れ
る
と
云
う
の
は
、
前
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
半
、
ｏ
綜
合
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
六
〇
〇
）

の
中
か
ら
所
得
効
果
を
除
去
す
る
事
で
あ
り
、
後
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
Ｘ
の
増
加
に
依
っ
て
有
利
に
な
っ
た
だ
け
貨
幣
を
滅

少
す
る
事
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
場
合
に
も
そ
れ
は
Ｘ
軸
に
Ｘ
を

ｙ
軸
に
貨
幣
を
取
る
同
一
無
差
別
曲
線
上
の
単
な
る
右
え
の
移

動
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
「
消
費
者
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」

こ
と
が
前
提
せ
ら
れ
る
限
り
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替

率
の
変
化
は
同
一
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
Ｘ

の
貨
幣
代
替
を
定
義
に
示
さ
れ
た
る
如
き
単
純
な
る
代
替
と
し

て
見
る
も
、
Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
代
替
と
し
て
見
る
も
、
緒

果
に
於
て
同
一
で
あ
る
事
を
示
す
と
共
に
、
そ
の
定
義
が
そ
の

ま
ま
の
形
に
於
て
需
要
面
に
適
用
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
、

で
は
、
こ
の
定
義
を
需
要
面
に
適
用
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
今
、

Ｘ
の
価
格
が
下
落
す
る
も
の
と
し
よ
う
。
そ
の
結
果
は
、
需
要

一
般
の
上
に
所
得
効
果
と
代
替
効
果
を
惹
起
す
る
、
然
し
、
所

得
効
果
は
定
義
に
従
っ
て
除
去
せ
ら
れ
る
か
ら
、
此
の
場
合
、

考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
主
と
し
て
代
替
効
果
で
あ
る
、

　
代
替
効
果
に
依
り
Ｘ
に
対
す
る
需
要
が
増
加
す
る
事
は
明
白

、
て
あ
る
一
ン
、
れ
で
は
Ｘ
以
外
Ｏ
財
例
え
ば
そ
の
中
の
一
つ
ｙ
に



●

就
て
は
ど
う
で
あ
る
か
、
ｙ
が
Ｘ
と
補
完
的
で
あ
る
と
す
る
、

そ
う
す
れ
ば
、
ｙ
の
量
が
不
変
で
あ
る
隈
り
、
Ｘ
の
貨
幣
え
の

代
替
は
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
を
高
め
る
こ
と
と

な
る
。
と
こ
ろ
で
、
ｙ
の
貨
幣
価
格
は
あ
た
え
ら
れ
て
居
て
不

変
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
が
高

ま
る
な
ら
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
を
ｙ
の
貨
幣

価
格
に
等
し
か
ら
し
め
よ
う
と
す
る
限
り
、
ｙ
の
貨
幣
え
の
代

替
、
却
ち
ｙ
の
需
要
を
促
進
す
る
、
そ
れ
ゆ
え
、
ｙ
が
Ｘ
と
補

完
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｘ
の
貨
幣
代
替
、
却
ち
Ｘ
の
需
要
の
増

加
は
、
そ
れ
に
平
行
す
る
ｙ
の
貨
幣
え
の
代
替
、
即
ち
ｙ
の
需

要
増
加
を
伴
う
傾
向
が
あ
る
。
他
方
、
ｙ
が
Ｘ
と
代
替
的
で
あ

る
な
ら
ば
、
Ｘ
の
貨
幣
に
対
す
る
代
替
（
ｙ
は
不
変
）
は
、
貨

幣
の
ｙ
に
対
す
る
代
替
を
促
進
す
る
、
ン
、
れ
故
、
Ｘ
を
増
す
代

替
、
却
ち
Ｘ
の
需
要
の
増
加
は
ｙ
を
減
ず
る
代
替
、
即
ち
ｙ
の

需
要
滅
少
を
伴
う
傾
向
が
あ
る
一
以
■
上
は
多
く
の
財
の
中
か
ら

ｙ
の
み
を
取
出
し
て
、
そ
の
需
要
に
就
い
て
考
察
し
た
の
で
あ

る
が
、
次
に
、
Ｘ
以
外
の
財
を
一
括
し
て
、
ン
、
の
需
要
に
就
い

て
見
れ
ば
ど
う
か
、
そ
れ
は
実
事
上
、
Ｘ
ｙ
二
財
の
み
存
在
す

　
　
ヒ
ッ
ク
ス
Ｋ
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
田
）

る
場
合
の
考
察
と
見
て
よ
い
、
さ
て
、
此
の
場
合
に
も
、
Ｘ
の

需
要
が
増
加
す
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ｙ
の
需
要
は

ど
う
か
、
　
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
と

云
う
前
提
条
件
が
存
在
す
る
限
り
、
ｙ
の
需
要
を
滅
少
す
る
よ

り
他
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
Ｘ
以
外
の
財
が
一
括
し
て
一

財
と
し
て
見
ら
れ
る
か
、
或
は
、
Ｘ
ｙ
二
財
の
み
存
在
す
る
場

合
に
は
、
そ
れ
等
両
財
の
関
係
は
常
に
代
替
関
係
で
あ
り
、
そ

れ
等
両
財
は
常
に
代
替
財
で
あ
る
。

三

　
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
関
す
る
以
上
の
考
察
か
ら
次
の
事
が
知

ら
れ
る
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
「
隈
界
効
用
」
の
概
念
を
「
貨
幣
に
対

す
る
限
界
代
替
率
」
の
概
念
に
置
換
る
事
に
依
り
、
一
方
に
於

て
エ
ツ
ジ
ワ
ー
ス
・
パ
レ
ー
ト
の
定
義
に
見
ら
れ
る
効
用
可
測

性
の
仮
定
を
不
必
要
な
ら
し
め
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
消
費

面
に
於
け
る
定
義
の
需
要
面
え
の
連
繋
を
可
能
に
し
た
、
叉
、

「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
○
ま
ま
に
残
す
」
と
云
う
前
提

条
件
を
附
加
す
る
事
に
依
っ
て
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
の
変
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
七
九
（
六
〇
一
）
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立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
五
号
）

　
詐
容
す
る
事
か
ら
生
ず
る
所
得
効
果
を
除
去
し
、
需
要
面
か
ら

　
す
る
連
関
財
に
関
す
る
考
察
を
一
層
容
易
、
且
、
精
確
な
る
も

　
の
と
し
た
。
就
中
、
定
義
の
中
に
、
貨
幣
を
導
入
す
る
事
に
依

　
り
、
消
費
面
と
需
要
面
と
の
連
繋
を
企
て
た
事
は
、
連
関
財
に

　
於
け
る
代
替
補
完
の
定
義
に
従
来
に
は
見
ら
れ
な
い
新
な
一
っ

　
の
進
歩
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
云
え
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
拘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
ら
ず
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
は
尚
次
の
諾
点
に
於
て
十
分
で
な
い
と

　
思
は
れ
る
。

　
　
先
づ
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
二
財
の
み
存
在
す
る
場
合
に
於
け
る
両

　
財
の
補
完
関
係
を
認
め
な
い
。
そ
れ
は
次
の
事
情
に
依
る
。
今

　
Ｘ
ｙ
二
財
の
み
存
在
し
、
Ｘ
の
価
格
が
下
落
す
る
も
の
と
仮
定

　
す
る
。
価
格
比
率
が
Ｘ
に
よ
り
有
利
と
な
る
か
ら
、
た
と
え
両

　
財
が
パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
補
完
財
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ

　
が
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
隈
り
、
相
対
的
に
Ｘ
を
よ
り
多
く
購

　
入
せ
ん
と
の
傾
向
を
生
ず
る
。
従
っ
て
「
消
費
者
の
経
済
状
態

　
を
変
化
し
な
い
」
と
云
う
前
提
条
件
が
存
在
す
る
限
り
、
従
来

　
よ
り
Ｘ
を
多
く
ｙ
を
少
く
購
入
す
る
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ

　
の
こ
と
を
貨
幣
を
用
い
て
云
え
ば
、
従
来
ｙ
の
支
出
に
向
け
ら

呈
芦
て
予
、
ン
、
、
　
　
，
・
，
　
、
　
∴
　
＼
．
・
土
。
一
　
　
、
、
、
斗
１
、
、
　
・
、
、
．
上
耳
　
当
・
　
、
、
川
　
．
，
　
、
圭
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
六
〇
二
）

札
て
居
た
貨
幣
の
一
部
を
Ｘ
の
増
分
に
振
替
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ン
、
し
て
、
こ
の
事
は
、
た
と
え
Ｘ
の
増
加
に
伴
い
ｙ
の
隈

界
効
用
が
増
加
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
貨
幣
の
隈
界
効

用
が
増
加
し
た
事
を
意
味
す
る
、
ｙ
の
量
を
一
定
と
す
る
限
り

　
（
価
格
下
落
前
の
ｙ
と
貨
幣
の
限
界
効
用
は
均
等
な
る
筈
で
あ

る
か
ら
）
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
は
以
前
よ
り
も
増

加
す
る
筈
で
あ
る
、
従
っ
て
、
二
財
の
み
存
在
す
る
場
合
に
は

補
完
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
達
関
財
に
於
け

る
代
替
補
完
の
定
義
は
使
用
上
の
連
関
性
を
正
確
に
反
映
す
る

も
の
で
あ
る
ね
ば
な
ら
ず
、
且
、
パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
代
替

補
完
の
関
係
を
使
用
上
の
連
関
性
と
解
す
る
我
六
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
此
の
ヒ
ッ
ク
ス
の
見
解
は
認
め
難
い
。

　
次
に
Ｘ
ｙ
二
財
の
外
に
多
数
の
財
が
存
在
す
る
場
合
に
も
、

ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
は
バ
レ
ー
ト
の
そ
れ
と
必
し
も
一
薮
し
な
い
．

Ｘ
ｙ
両
財
が
バ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
独
立
財
で
あ
る
と
す
る
、

Ｘ
の
価
格
下
落
は
、
価
格
比
率
が
Ｘ
に
よ
り
有
利
と
な
る
か
ら
、

他
財
に
比
し
Ｘ
を
よ
り
多
く
購
入
せ
ん
と
の
傾
向
を
生
ず
る
。

そ
し
て
、
こ
の
事
は
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
変
化
し
な
い
」

●



ま
ま
に
置
く
た
め
に
は
Ｘ
の
量
を
従
来
よ
り
も
増
加
し
、
Ｘ
以

外
の
他
財
の
量
を
全
体
と
し
て
、
ン
、
れ
だ
け
従
来
よ
り
も
減
少

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
、
そ
こ
で
、
当
然
、
Ｘ

の
他
財
の
代
替
却
ち
合
成
財
と
し
て
の
貨
幣
の
代
替
が
起
る
こ

と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
Ｘ
の
隈
界
効
用
は
減
少
し
、

貨
幣
の
そ
れ
は
増
加
す
る
。
一
方
、
ｙ
の
隈
界
効
用
は
、
そ
の

量
を
一
定
と
す
る
隈
り
、
変
化
す
る
事
は
な
い
。
Ｘ
７
両
財
が

た
と
え
パ
レ
ー
ト
的
意
味
に
於
け
る
独
立
財
で
あ
る
と
し
て
も
、

ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
は
滅
少
す
る
か
ら
、
ヒ
ッ
ク

ス
の
定
義
に
於
て
は
、
両
財
は
代
替
財
と
な
る
。

　
で
は
、
Ｘ
ｙ
両
財
が
バ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
補
完
財
で
あ
れ

ば
ど
う
か
。
Ｘ
の
価
格
下
落
に
依
り
、
前
の
場
合
と
同
様
の
経

過
を
辿
り
、
Ｘ
の
他
財
の
代
替
、
即
ち
合
成
財
と
し
て
の
貨
幣

の
代
替
が
起
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
、

Ｘ
の
隈
界
効
用
は
滅
少
し
、
貨
幣
の
ユ
、
れ
は
増
加
す
る
。
然
る

に
、
一
方
ｙ
は
今
の
場
合
、
ン
、
の
量
が
一
定
で
あ
る
と
し
て
も
、

Ｘ
の
量
の
増
加
に
伴
い
、
ン
、
の
隈
界
効
用
は
増
加
す
る
。
従
っ

て
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
が
増
加
す
る
か
否
か
は
、

　
　
ヒ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
咲
（
山
田
）

一
に
か
か
っ
て
、
両
財
の
限
界
効
用
の
増
加
が
い
づ
れ
に
於
て

よ
り
大
で
あ
る
か
に
依
っ
て
定
ま
る
二
然
る
に
、
こ
の
事
は
、

Ｘ
の
価
格
下
落
の
程
度
と
、
各
財
の
連
関
性
の
強
度
如
何
に
依

り
、
必
し
も
一
様
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
。
若
し
Ｘ
の
価
格
下

落
の
程
度
が
極
め
て
大
で
あ
り
、
且
、
Ｘ
ｙ
両
財
の
補
完
性
の

程
度
が
極
め
て
徴
弱
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る

隈
界
代
替
率
低
下
の
可
能
性
が
、
常
に
、
存
在
す
る
も
の
と
云

　
◎
え
る
。
従
っ
て
、
た
と
え
Ｘ
ｙ
両
財
が
パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の

補
完
財
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
等
両
財
が
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定

義
に
於
て
、
必
ず
補
完
財
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
。

　
ヒ
ツ
ク
ス
は
一
財
の
価
格
変
化
が
他
財
の
需
要
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
場
合
の
両
財
の
関
係
を
独
立
財
と
見
、
そ
れ
に
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
と
考
え
る
、
ン
、
の
一
、
他
財
え
の
需
要

に
及
す
代
替
効
果
と
所
得
効
果
が
共
に
無
視
し
得
る
程
に
小
な

る
場
合
、
ユ
、
の
二
、
ン
、
れ
等
の
効
果
は
個
別
的
に
は
無
視
出
来

な
い
が
、
逆
の
方
向
に
作
用
し
、
ン
、
の
差
が
無
視
し
得
る
程
に

小
な
る
場
合
。
こ
れ
等
二
つ
の
中
、
前
者
は
従
来
よ
り
一
般
に

認
め
ら
れ
て
居
る
が
後
者
も
亦
重
要
で
あ
る
と
見
る
。
ヒ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
六
〇
三
）
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ス
は
独
立
財
を
一
方
の
価
格
変
化
が
他
方
の
需
要
に
及
ぼ
す
綜

合
効
果
に
依
っ
て
判
定
し
よ
う
と
す
る
。
此
の
見
解
に
立
つ
隈

り
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
右
の
主
張
は
正
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本

来
か
ら
云
え
ば
、
第
一
の
場
合
が
此
の
様
な
意
味
、
て
の
狼
立
財

の
最
も
純
粋
な
る
形
態
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
の
場
合
と
難
ど
も
、

そ
れ
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
且
そ
の
起
る
可
能
性
も
決

し
て
少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
問
題
は
判

定
の
基
準
そ
の
も
の
に
あ
る
。
そ
の
結
果
が
右
の
二
つ
の
場
合

の
い
づ
れ
に
基
く
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
他
財
の
需
要
に
及
ぽ

す
綜
合
効
果
を
以
て
判
定
の
基
準
と
す
る
事
は
、
既
述
の
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ト
リ
ン
グ
の
基
準
に
他
か
な
ら
ず
、
ン
、
の
結
果
は
、
貨
幣
の
限

界
効
用
を
一
定
と
し
な
い
限
り
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
と
必
し
も

　
一
致
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
ン
、
の
様
に
し
て
判
定
の
基
準
の
一

要
素
と
し
て
所
得
効
果
を
考
え
る
事
は
代
替
補
完
の
定
義
を
不

精
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
事
に
挑
い
て
は
既
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
、
勿
論
、
ヒ
ツ
ク
ス
も
有
の
事
情
を
認
め
な
か
っ
た
わ
け

で
わ
な
い
、
既
述
の
如
く
、
代
林
補
完
の
定
義
を
な
す
に
当
一

　
て
、
そ
の
基
準
か
ら
所
得
効
果
を
除
去
し
た
の
は
右
Ｏ
事
情
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
六
〇
四
）

認
め
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
独
立
財
の
定
義

に
於
て
、
所
得
効
果
を
考
慮
に
入
れ
る
と
云
う
事
は
連
関
性
に

関
す
る
定
義
乃
至
基
準
に
一
貫
性
を
欠
く
事
を
意
味
す
る
、
こ

の
一
貫
性
の
欠
如
か
ら
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
に
あ
っ
て
は
、
全

く
同
一
の
事
情
に
あ
る
任
意
の
二
財
が
、
或
は
独
立
財
と
な
り
、

或
は
代
替
財
補
完
財
と
な
る
と
云
う
、
矛
盾
し
た
結
果
を
生
ず

る
可
能
性
を
否
定
し
得
な
い
。

　
右
に
指
摘
し
た
る
如
く
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
に
は
代
替
財
補

完
財
に
関
す
る
も
の
と
、
独
立
財
に
関
す
る
も
の
の
、
異
っ
た

二
つ
の
基
準
が
認
め
ら
れ
る
、
だ
が
、
云
う
迄
も
な
く
重
要
な

の
は
前
者
で
あ
る
、
ヒ
ツ
ク
ス
に
於
け
る
代
替
・
補
完
の
定
義

は
単
に
消
費
面
と
需
要
面
か
ら
す
る
従
来
の
業
蹟
を
有
効
に
取

入
れ
、
こ
れ
を
一
層
精
練
せ
ら
れ
た
彫
に
於
て
再
現
し
た
と
云

う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
、
ン
、
れ
吾
両
面
ｏ
結
合
を
図

ら
ん
と
す
る
耕
新
な
意
図
を
含
む
も
ｏ
で
あ
ろ
．
此
り
意
味
に

於
て
ン
、
の
定
義
に
は
学
べ
き
多
く
の
も
の
が
あ
る
、
た
だ
、
ン
、



の
定
義
は
前
節
に
於
て
指
摘
し
た
如
く
、
尚
若
干
の
点
に
於
て

パ
レ
ー
ト
の
そ
れ
と
一
致
せ
ず
、
そ
の
限
り
に
於
て
使
用
上
の

連
関
性
を
十
分
に
示
す
も
の
と
は
云
え
な
い
。
で
は
、
ヒ
ツ
ク

ス
の
定
義
に
於
て
、
此
の
欠
点
を
招
来
す
る
に
至
っ
た
基
本
的

要
因
は
何
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義

が
バ
レ
ー
ト
の
ン
、
れ
と
異
る
の
は
、
次
の
二
点
に
存
す
る
。

Ｈ
「
隈
界
効
用
」
を
「
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
」
に
置
扱

　
た
こ
と
　
い
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」

　
と
の
前
提
条
件
を
附
加
し
た
こ
と
、

　
ソ
し
の
中
、
後
者
は
こ
れ
を
需
要
面
に
就
い
て
見
れ
ば
、
一
財

　
の
価
格
変
化
が
他
財
の
需
要
量
に
及
す
効
果
の
中
か
ら
所
得

　
効
果
を
除
去
す
る
事
に
等
し
い
．

　
借
て
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
と
パ
レ
ー
ト
の
そ
れ
と
の
有
の
二

つ
の
相
違
点
の
存
在
は
、
前
者
０
）
定
義
の
帰
結
が
後
青
の
そ
れ

ピ
異
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
基
本
的
嬰
困
は
、
そ
れ
ら
二
つ
の
相

違
点
の
い
ず
れ
か
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
意
味
す
る
、

従
っ
て
、
我
六
の
当
面
の
問
題
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
に
於
て
、

「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
と
の
前
提
条

　
　
と
ツ
ク
ス
・
に
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
囲
）

件
を
取
去
る
時
、
即
ち
需
要
面
に
於
て
所
得
効
果
を
考
慮
に
入

れ
る
時
、
ン
、
の
緕
果
が
、
バ
レ
ー
ト
の
定
義
と
一
敦
す
る
か
、

否
か
、
の
間
題
と
し
て
見
る
事
が
出
来
る
。

　
今
Ｘ
ｙ
二
財
の
み
存
在
し
、
且
そ
れ
菩
が
パ
レ
ー
ト
的
意
味

で
の
柿
完
財
で
あ
る
と
仮
定
す
る
、
Ｘ
の
価
格
下
落
は
、
価
格

比
率
を
Ｘ
に
よ
り
有
利
に
す
る
、
従
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
燃
い

て
云
え
ば
、
パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
両
財
の
補
完
関
係
が
不
完

全
な
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
Ｘ
の
貨
幣
代
替
を
通
じ
て
、
貨
幣

の
隈
界
効
用
も
、
ｙ
の
隈
界
効
用
（
こ
れ
は
Ｘ
の
所
有
量
増
加

に
伴
う
間
接
効
果
に
基
く
）
も
、
共
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
増
加
の
程
度
は
前
者
よ
り
後
者
の
寸
が
小
な
る
筈
、
て
あ
る
一

け
れ
ど
も
、
ｘ
の
価
格
下
落
は
単
に
両
財
の
価
格
比
率
Ｏ
変
化

を
通
じ
て
ｙ
と
貨
幣
の
隈
界
効
用
に
作
用
す
（
代
替
効
果
）
る

ば
か
り
で
は
な
い
、
ン
、
れ
は
ま
た
実
質
所
得
の
変
化
を
逓
じ
て

貨
幣
の
限
界
効
用
に
も
作
用
す
る
（
所
得
効
果
）
、
今
の
場
合
、

ン
、
れ
は
実
質
所
得
ｏ
増
加
を
逝
じ
て
貨
幣
の
限
界
－
効
用
を
引
下

げ
る
方
向
に
作
用
す
る
、
従
っ
て
、
ｙ
の
量
を
一
定
と
見
た
場

合
、
Ｘ
の
価
絡
ヤ
ー
一
落
に
基
い
て
、
ｙ
○
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
、
（
六
〇
五
）
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替
率
が
増
加
す
る
か
、
滅
少
す
る
か
、
は
不
確
定
で
あ
る
。
若

し
Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
実
質
所
得
の
増
加
が
、
貨
幣
の
隈
界

効
用
に
及
す
影
響
、
即
ち
所
得
効
果
が
趣
め
て
大
で
あ
る
な
ら

ば
、
た
と
え
そ
れ
が
、
価
格
比
率
の
変
化
に
基
く
、
Ｘ
の
貨
幣

代
替
を
通
じ
て
貨
幣
の
限
界
効
用
に
及
す
影
響
、
即
ち
代
替
効

果
よ
り
大
で
な
く
て
も
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
の
増
分
を
滅
じ
、

ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
を
増
加
せ
し
め
る
事
は
可
能

で
あ
る
。
が
、
反
対
に
、
所
得
効
果
が
極
め
て
小
で
あ
る
な
ら

ば
、
た
と
え
そ
れ
に
依
っ
て
、
貨
幣
の
限
界
効
用
が
滅
少
す
る

に
し
て
も
、
そ
の
程
度
は
極
め
て
小
で
あ
り
、
代
替
効
果
に
依

る
貨
幣
の
限
界
効
用
の
増
加
は
、
依
然
と
し
て
ｙ
の
貨
幣
に
対

す
る
隈
界
代
替
率
を
泳
ず
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
Ｘ
ｙ
二
財
の
外
に
多
数
の
財
が
存
在
す
る
も
の
と
す
れ

ば
ど
う
か
、
そ
れ
吾
の
財
の
中
の
任
意
の
二
財
Ｘ
ｙ
が
パ
レ
ー

ト
的
意
味
で
の
独
立
財
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
Ｘ
の
価
格
下
務

は
代
替
効
果
に
於
て
、
貨
幣
の
限
界
効
用
を
増
加
す
る
が
、
一

方
、
ｙ
の
限
界
効
用
は
Ｘ
の
所
有
量
の
変
化
に
依
り
影
響
を
受

け
る
事
が
な
い
か
ら
、
ｙ
の
量
を
一
定
と
見
る
隈
り
、
ン
、
の
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
六
〇
六
）

界
効
用
に
変
化
の
起
ら
な
い
事
に
就
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
で
は
、
所
得
効
果
は
ど
う
で
あ
る
か
。
価
格
下
落

に
基
く
実
質
所
得
の
増
加
は
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
に
作
用
し
、

そ
れ
を
滅
少
の
方
向
に
動
か
す
、
貨
幣
の
限
界
効
用
は
代
替
効

果
に
於
て
増
加
し
、
所
得
効
果
に
於
て
滅
少
す
る
か
ら
、
綜
合

効
果
に
於
て
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
が
増
加
す
る
か
、

滅
少
す
る
か
は
不
確
定
で
あ
る
、
若
し
、
ユ
、
の
場
含
に
於
け
る

所
得
効
果
が
極
め
て
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
実
質
所
得
の
増
加
に

伴
う
貨
幣
の
限
界
効
用
の
滅
少
は
、
Ｘ
の
貨
幣
代
替
を
通
じ
て

作
用
す
る
代
替
効
果
に
於
け
る
貨
幣
の
限
界
効
用
の
増
加
を
凌

駕
し
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
を
増
加
す
る
、
反
対

に
、
所
得
効
果
が
極
め
て
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
実
質
所
得
の
増

加
に
伴
う
貨
幣
の
限
界
効
用
の
滅
少
は
、
代
替
効
果
に
於
け
る

そ
の
増
加
よ
り
小
で
あ
る
か
ら
、
綜
合
効
果
に
於
て
、
ｙ
の
貨

幣
に
対
す
る
限
界
代
林
率
は
滅
少
す
る
、
、
て
は
、
Ｘ
ｙ
両
財
が

パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
補
完
財
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
ど
、
つ
か
一
此

の
場
合
も
、
Ｘ
の
価
格
下
落
は
、
ン
、
れ
に
伴
う
Ｘ
の
相
対
価
格

の
変
化
が
極
め
て
大
で
あ
り
、
且
Ｘ
ｙ
両
財
の
パ
レ
ー
ト
的
意



味
で
の
補
完
関
係
が
極
め
て
稀
薄
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
代
替
効
果

に
於
て
、
貨
幣
と
ｙ
（
こ
れ
は
Ｘ
の
所
有
量
の
増
加
に
伴
う
間

接
効
果
に
依
り
）
○
眼
界
効
用
は
共
に
増
加
す
る
が
、
貨
幣
○

限
界
効
用
の
増
加
は
ｙ
の
そ
れ
よ
り
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
一

方
、
所
得
効
果
は
実
質
所
得
の
増
加
を
通
じ
て
、
貨
幣
の
限
界

効
用
を
引
下
げ
る
方
向
に
作
用
す
る
、
従
っ
て
、
此
の
場
合
に

も
、
綜
合
効
果
に
於
て
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
を

増
加
す
る
か
、
否
か
、
は
不
確
定
で
あ
る
、
Ｘ
の
価
格
下
落
に

基
く
所
得
効
果
が
極
め
て
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対

す
る
限
界
代
替
率
は
増
加
す
る
が
、
所
得
効
果
が
極
め
て
小
で

あ
る
な
ら
ば
、
限
界
代
替
率
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
次
の
事
が
知
ら
れ
る
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義

か
ら
「
消
費
者
Ｏ
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
と
の
前

提
条
件
を
取
去
る
時
、
即
ち
需
要
面
に
於
て
所
得
効
果
を
考
え

る
時
、
前
に
指
摘
し
た
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
の
帰
結
と
パ
レ
ー
ト

の
ン
、
れ
と
の
離
反
は
、
所
得
効
果
が
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
般

に
除
去
せ
ら
れ
る
か
、
乃
至
は
ン
、
れ
だ
け
除
去
せ
ら
れ
る
可
能

性
が
強
く
な
る
、
が
、
た
と
え
所
得
効
果
が
考
慮
せ
ら
れ
る
と

　
　
ヒ
ッ
一
ク
ス
に
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
田
）

し
て
も
、
ユ
、
れ
が
、
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
斗
、
の
相
違
は
一
般
に

生
ず
る
か
、
乃
至
は
生
ず
る
可
能
性
が
強
く
な
る
。
こ
の
考
察

の
緒
果
は
何
を
意
味
す
る
か
し
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
か
ら
「
消
費

者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
と
の
前
提
条
件
を
取

去
る
こ
と
に
依
っ
て
、
即
ち
需
要
面
か
ら
所
得
効
果
を
除
去
す

る
こ
と
に
依
っ
て
、
前
に
指
摘
し
た
る
パ
レ
ー
ト
の
定
義
の
帰

緒
と
の
相
違
が
、
一
般
に
軽
滅
せ
ら
れ
、
或
場
合
に
は
全
く
見

ら
れ
な
く
な
る
と
云
、
つ
事
は
、
少
く
と
も
、
此
の
前
提
条
件
が

ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
の
帰
結
を
バ
レ
ー
ト
の
そ
れ
か
ら
離
反
せ
し

め
る
一
つ
の
要
因
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
意
味
す
る
。
と
同

時
に
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
か
ら
此
の
前
提
条
件
を
完
全
に
取
去
る

と
し
て
も
、
尚
二
つ
の
定
義
の
間
に
離
反
が
認
め
ら
れ
る
と
云

う
事
は
、
ン
、
の
隈
り
に
於
て
、
此
の
前
提
条
件
の
存
在
が
、
羊
、

の
離
反
ｏ
唯
一
の
要
因
で
は
な
く
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
於
て

「
隈
界
効
用
」
の
概
念
を
「
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
」
の

概
念
に
置
換
た
事
が
他
〇
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
事
を
意
味
す
る
、
然
し
、
こ
れ
吾
二
つ
の
要
因
の
中
、

「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
と
云
う
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
六
〇
七
）
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却
ち
需
要
面
か
ら
所
得
効
果
を
除
去
す
る
と
云
う
事
は
、
単
に

そ
れ
だ
け
に
つ
い
て
云
え
ば
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
の
帰
結
を
パ

レ
ー
ト
の
そ
れ
か
ら
離
反
せ
し
め
る
何
吾
の
要
因
と
も
な
る
も

の
で
わ
な
い
、
た
だ
、
そ
れ
が
二
つ
の
定
義
の
帰
結
を
、
既
述

の
如
く
、
離
反
の
方
向
へ
導
び
く
様
に
作
用
す
る
の
は
、
貨
幣

の
隈
界
効
用
へ
の
作
用
を
通
じ
て
に
他
な
ら
ぬ
、
一
層
正
確
に

云
え
ば
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
へ
の
作
用
を
通
じ
て

に
他
な
ら
ぬ
、
従
っ
て
、
こ
の
前
提
条
件
は
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義

の
帰
結
を
バ
レ
ー
ト
の
そ
れ
か
ら
離
反
せ
し
め
る
一
つ
の
要
因

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ン
、
れ
は
あ
く
ま
で
間
接
的
乃
至
潜
在
的

要
因
た
る
に
過
ぎ
ぬ
、
こ
れ
に
対
し
、
判
定
の
基
準
と
し
て

「
隈
界
効
用
」
の
概
念
の
代
り
に
「
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替

率
」
の
概
念
を
考
え
る
と
云
う
事
は
、
単
に
ン
、
れ
だ
け
で
、
二

つ
の
定
義
の
帰
締
を
雛
反
の
方
向
に
導
く
ぱ
か
り
で
わ
な
く
、

更
に
間
撲
的
乃
至
潜
在
的
要
内
を
実
際
的
婁
－
閃
た
ら
し
め
る
様

に
作
用
す
る
一
従
っ
て
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
の
帰
給
を
バ
レ
ー

ト
ｏ
ン
、
れ
か
ら
雛
反
せ
し
め
る
基
本
的
要
因
乃
至
決
定
的
要
因

は
前
者
に
於
て
「
隈
界
効
用
」
の
櫛
念
を
「
貨
幣
に
対
す
る
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
六
〇
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

界
代
替
率
」
の
概
念
に
置
換
た
事
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
と
バ
レ
ー
ト
の
定
義
が
、
単
に
形
式
に
於

て
の
み
な
ら
ず
、
内
容
に
於
て
も
、
必
し
も
一
致
し
な
い
の
は
、

基
本
的
に
は
前
者
に
於
て
「
隈
界
効
用
」
の
概
念
を
「
貨
幣
に

対
す
る
隈
界
代
替
率
」
の
概
念
に
置
換
え
た
事
に
基
く
。
で
は
、

こ
の
様
な
置
換
は
何
故
に
離
反
を
結
果
す
る
か
、
　
「
ｙ
の
貨
幣

に
対
す
る
隈
界
代
替
率
」
は
、
こ
れ
を
効
用
概
念
を
用
い
て
表

せ
ば
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
効
用
の
比
に
他
な
ら
ぬ
、
従

っ
て
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま
に
残
す
」
様
に
、

Ｘ
の
貨
幣
代
替
が
行
わ
れ
る
時
、
辛
、
れ
に
依
っ
て
貨
幣
の
限
界

効
用
の
動
く
事
が
な
い
な
ら
ば
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
は
パ
レ
ー
ト

の
そ
れ
と
一
致
す
る
、
け
れ
ど
も
、
こ
の
仮
定
は
一
般
に
認
め

し
れ
な
い
。
所
得
効
果
が
除
去
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
即
ち
実
符

所
得
の
増
加
に
基
く
影
響
が
考
慮
の
什
に
雄
か
れ
ろ
に
し
て
も
モ

Ｘ
の
価
格
下
落
（
他
肘
の
価
格
は
一
定
）
は
、
一
般
に
、
Ｘ
の

購
入
量
増
加
、
他
財
り
購
入
最
減
少
を
促
進
し
、
一
〆
、
の
給
果
、



新
な
る
価
格
体
系
の
下
に
於
て
、
各
財
に
支
出
さ
れ
た
る
最
終

の
貨
幣
単
位
の
効
用
は
上
昇
す
る
こ
と
と
な
る
筈
だ
か
し
で
あ

る
、
従
っ
て
、
ｙ
の
限
界
効
用
は
一
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
ｙ

の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
は
滅
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
Ｘ
が
ｙ
と
パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の
補
完
関
係
に
あ
る
場

合
、
Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
ン
、
の
購
入
量
の
増
加
は
、
間
接
的

に
、
ｙ
の
限
界
効
用
に
作
用
し
、
そ
れ
を
高
め
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
れ
故
、
Ｘ
の
価
格
下
落
は
、
一
方
に
於
て
貨
幣
の
隈
界
効
用

を
、
他
方
に
於
て
ｙ
の
限
界
効
用
を
増
加
す
る
の
で
あ
る
が
、

然
し
、
前
者
と
異
り
後
者
の
増
加
は
、
ン
、
こ
で
の
Ｘ
ｙ
両
財
の

パ
レ
ー
ト
的
補
完
性
の
強
度
に
依
り
強
く
左
有
せ
ら
れ
る
、
Ｘ

の
価
格
下
落
の
程
度
は
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
補
完
性

の
強
度
が
極
め
て
大
で
あ
れ
ば
、
Ｘ
の
所
有
量
増
加
を
通
じ
て

の
ｙ
の
限
界
効
用
の
増
加
は
可
成
り
大
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
極

め
て
少
で
あ
れ
ば
、
ｙ
の
限
界
効
用
の
増
加
は
殆
ど
認
め
ら
れ

な
い
、
従
っ
て
、
Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
Ｘ
の
所
有
量
の
増
加

が
、
た
と
え
ｙ
の
限
界
効
用
を
増
加
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
増

加
が
、
同
一
の
原
因
に
基
く
貨
幣
の
限
界
効
用
の
増
加
に
及
ば

　
　
セ
ツ
ク
ス
に
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
囲
）

な
い
と
云
う
様
な
事
態
○
発
生
も
可
能
で
あ
る
一
ｙ
の
隈
界
効

用
が
増
加
す
る
と
し
て
も
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率

は
、
か
え
っ
て
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
一
以
上
の
考
察
を
通

じ
て
次
の
事
が
知
ら
れ
る
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
代
替
補
完
の
判
定
の

規
準
と
し
て
「
ｙ
の
隈
界
効
用
」
の
か
わ
り
に
「
ｙ
の
貨
幣
に

対
す
る
隈
界
代
替
率
」
を
考
え
た
、
こ
の
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る

隈
界
代
替
率
と
云
う
の
は
、
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
効
用
の

比
に
他
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
一
定
と
仮
定

す
れ
ば
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
は
バ
レ
ー
ト
の
定
義
と
一
致
す
る
。

然
し
な
が
ら
、
此
の
仮
定
は
一
般
に
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は

単
に
変
化
す
る
と
云
ふ
だ
け
で
は
な
く
＼
同
一
の
原
因
に
基
く

ｙ
の
隈
界
効
用
の
変
化
以
上
に
変
化
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
の
帰
続
は
パ
レ
ー
ト
の
そ
れ
と
一

致
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
根
本
的
に
は
、
ヅ
の
隈
界

代
替
率
の
一
方
に
貨
幣
を
考
へ
た
事
に
基
因
す
る
、
判
定
の
基

準
に
貨
幣
を
導
入
し
た
た
め
に
、
一
層
正
確
に
云
へ
ば
、
ｙ
の

限
界
効
用
の
変
化
を
貨
幣
に
依
り
測
定
せ
ん
と
し
た
た
め
に
、

そ
の
結
果
は
、
ｙ
の
隈
界
効
用
の
変
化
を
十
分
に
示
し
得
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
八
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な
っ
た
も
の
と
云
へ
る
。

　
　
　
　
大

　
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
の
帰
結
が
パ
レ
ー
ト
の
定
義
の
そ
れ
と
一

致
し
な
い
場
合
の
起
る
の
は
、
そ
の
基
準
と
し
て
「
限
界
効

用
」
の
代
り
に
「
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
」
を
考
へ
た
事

に
求
め
ら
れ
る
が
、
一
層
根
本
的
に
は
、
そ
の
基
準
の
中
に
貨

幣
を
導
入
し
た
事
、
１
詳
言
す
れ
ば
ｙ
の
隈
界
代
替
率
の
一
方
に

貨
幣
を
考
へ
た
事
に
基
く
、
も
つ
と
も
、
既
述
の
如
く
、
た
と

へ
そ
の
基
準
の
中
に
貨
幣
が
導
入
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の

隈
界
効
用
が
一
定
で
あ
れ
ば
（
す
く
な
く
と
も
さ
に
き
指
摘
せ

る
離
反
に
於
て
増
加
し
な
い
な
ら
ば
）
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
の
帰

緒
は
パ
レ
ー
ト
の
そ
れ
と
一
敦
す
る
、
た
だ
、
そ
れ
吾
が
必
し

も
一
致
し
な
い
の
は
、
叉
、
そ
の
一
致
し
な
い
最
も
基
本
的
な

る
要
因
と
し
て
「
貨
幣
の
介
入
」
と
云
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
の

は
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
於
て
、
貨
幣
の
限
界
効
用
が
一
般
に

変
化
す
る
と
グ
さ
き
に
桁
揃
し
た
る
離
反
に
於
て
増
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何

と
し
見
ら
れ
る
か
し
で
あ
る
、
此
の
様
な
変
化
は
如
何
な
る
原
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
八
八
（
六
一
〇
）

因
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
、
叉
此
の
貨
幣
の
隈
界
効
用
の
変
化

に
基
く
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
の
変
化
は
、
如
何
な

る
連
関
性
に
基
く
も
の
と
見
る
べ
き
か
。

　
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
に
於
て
所
得
効
果
は
除
去
せ
ら
れ
る
、
従

っ
て
、
問
題
の
貨
幣
の
隈
界
効
用
が
所
得
効
果
に
基
い
て
、
即

ち
実
質
所
得
の
変
化
に
基
い
て
、
変
化
す
る
も
の
で
な
い
事
は

明
白
で
あ
る
、
　
（
も
っ
と
も
、
た
と
へ
所
得
効
果
が
除
去
せ
ら

れ
な
い
と
し
て
も
、
今
の
場
合
、
そ
れ
は
貨
幣
の
隈
界
効
用
を

滅
少
す
る
方
面
に
作
用
す
る
か
ら
問
題
と
な
ら
な
い
）
、
　
そ
れ

で
は
、
ｙ
の
隈
界
効
用
に
於
け
る
と
同
様
、
こ
れ
も
ま
た
使
用

上
の
連
関
性
に
基
く
も
の
と
見
る
べ
き
か
。
考
察
を
容
易
な
ら

し
む
る
た
め
、
Ｘ
ｙ
二
財
の
み
存
在
す
る
最
も
単
純
な
る
場
合

を
考
へ
る
、
今
、
Ｘ
の
価
格
が
下
落
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ

れ
吾
両
財
が
バ
レ
ー
ト
的
意
味
に
於
け
る
独
立
財
の
場
合
も
、

補
完
財
の
場
合
も
、
共
に
、
Ｘ
の
貨
幣
代
替
を
通
じ
て
貨
幣
の

隈
界
効
用
が
増
加
す
る
事
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
一
け
れ
ど

も
、
こ
れ
吾
二
つ
の
場
合
に
於
て
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
は
同
じ

様
に
は
増
加
し
な
い
、
Ｘ
ｙ
両
財
が
パ
レ
ー
ト
的
意
味
に
於
け



る
独
立
財
の
場
合
に
も
Ｘ
の
貨
幣
代
替
を
通
じ
て
貨
幣
の
限
界

効
用
は
増
加
す
る
、
ユ
、
し
て
、
新
な
る
価
格
体
系
の
下
に
、
Ｘ

に
支
出
さ
れ
た
る
貨
幣
の
最
終
単
位
の
効
用
は
ｙ
に
支
出
さ
れ

た
る
貨
幣
の
最
終
単
位
の
そ
れ
に
等
し
い
筈
、
て
あ
る
、
ン
、
れ
で

は
、
右
の
場
合
に
於
て
、
Ｘ
ｙ
両
財
が
パ
レ
ー
ト
的
意
味
で
の

補
完
財
で
あ
り
、
Ｘ
の
購
入
増
加
に
基
く
間
接
効
果
に
依
り
、

ｙ
の
隈
界
効
用
が
上
昇
す
る
も
の
と
す
れ
ば
ど
う
か
。
Ｘ
ｙ
両

財
の
購
入
が
独
立
財
の
場
合
と
同
様
に
行
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

一
方
に
於
て
、
ン
、
れ
吾
両
財
の
購
入
か
ら
得
ら
れ
る
総
満
足
量

が
増
加
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
ｙ
に
支
出
さ
れ
た
る
貨
幣

の
最
終
単
位
の
効
用
が
、
Ｘ
に
支
出
さ
れ
た
る
貨
幣
の
最
終
単

依
９
〆
、
れ
よ
り
大
と
な
る
、
ン
、
れ
故
、
此
の
様
な
事
情
の
下
に

於
て
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
変
化
せ
し
め
な
い
」
た
め
に
は

Ｘ
ｙ
両
財
の
中
い
づ
れ
か
の
購
入
量
を
減
少
せ
ね
ば
な
ら
な
い

○
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
は
相
対
的
に
Ｘ
の
購
入
最
を
一
層
滅
ず
る

様
な
仕
方
で
行
は
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ユ
、
の
結
果
と
し
て
、

Ｘ
に
支
出
さ
れ
た
る
貨
幣
の
最
終
単
位
の
効
用
、
即
ち
一
般
に

貨
幣
Ｏ
隈
界
効
用
は
上
昇
す
る
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
Ｘ
の
価

　
　
　
ヒ
ッ
ク
ス
に
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
．
吟
味
（
山
田
）

格
が
下
落
す
る
場
合
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
は
Ｘ
ｙ
両
財
が
独
立

財
の
場
合
に
も
増
加
す
る
が
、
ン
、
の
増
加
は
両
財
が
補
完
財
の

場
合
に
は
、
一
層
大
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
Ｘ
の
価
格

下
落
に
基
く
貨
幣
の
限
界
効
用
の
増
加
の
中
、
特
に
Ｘ
ｙ
両
財

が
補
完
財
な
る
が
故
に
増
加
す
る
部
分
は
、
こ
れ
を
使
用
上
の

連
関
性
に
基
く
増
加
部
分
と
兇
る
事
が
出
来
る
か
ら
、
一
般
に
、

ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
於
け
る
貨
幣
の
限
界
効
用
の
変
化
は
、
一

部
は
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
此

の
場
合
の
貨
幣
の
隈
界
効
用
の
変
化
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
に

於
て
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
限
界
代
替
率
を
ｙ
の
限
界
効
用
の
変

化
と
は
反
対
の
方
向
に
動
か
す
様
に
作
用
す
る
、
然
し
、
ヒ
ッ

ク
ス
の
定
義
に
於
け
る
貨
幣
の
隈
界
効
用
の
変
化
が
す
べ
て
右

の
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
も
の
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
。
既

述
の
如
く
、
ン
、
れ
は
Ｘ
ｙ
両
財
が
独
立
財
の
場
合
に
も
尚
認
め

ら
れ
る
、
で
は
、
此
の
場
合
の
貨
幣
の
隈
界
効
用
の
変
化
は
如

何
な
る
原
因
に
基
く
も
の
と
云
ふ
べ
き
か
、
価
格
は
、
貨
幣
の

財
に
対
す
る
交
換
比
率
で
あ
る
一
従
っ
て
、
一
財
の
価
格
下
落

は
ン
、
の
交
換
比
率
の
減
少
、
即
ち
貨
幣
一
単
位
を
以
て
購
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
六
一
一
）
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得
る
そ
の
財
○
数
量
の
増
加
を
意
味
す
る
，
今
、
ｙ
の
価
格
を

　
二
疋
と
し
て
、
Ｘ
の
価
椿
の
み
下
落
す
る
も
（
り
と
す
ろ
．
貨
幣

　
の
ｙ
に
対
す
る
交
換
比
率
は
変
ら
な
い
が
、
Ｘ
に
対
す
る
交
換

　
比
率
は
滅
少
す
る
。
即
ち
貨
幣
の
一
単
位
を
以
て
購
入
し
得
る

　
Ｘ
の
数
量
は
増
加
す
る
。
ン
、
し
て
、
こ
の
事
は
、
Ｘ
の
薄
入
に

　
支
出
せ
ら
れ
た
貨
幣
の
最
終
単
位
の
効
用
が
上
昇
し
た
事
を
意

　
味
す
る
。
従
っ
て
、
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
変
化
し
な
い
」

　
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
新
な
る
価
格
体
系
の
下
に

　
於
て
両
財
に
支
出
さ
れ
る
貨
幣
の
最
終
単
位
の
効
用
を
均
等
な

　
ら
し
む
る
↓
／
こ
め
に
は
、
Ｘ
の
購
入
量
を
増
加
（
ｙ
の
そ
れ
は
滅

　
少
）
せ
ね
ば
な
げ
ぬ
、
そ
の
緒
果
、
Ｘ
に
支
出
さ
れ
た
る
貨
幣

　
の
隈
界
効
用
は
幾
分
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
然
し
、
価
格
下

　
落
前
の
そ
れ
よ
り
小
さ
く
な
る
事
は
な
い
、
従
っ
て
、
所
得
効

　
果
が
除
去
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
叉
、
Ｘ
ｙ
両
財
の
間
に
使
用

　
上
の
連
関
性
が
全
く
存
在
し
な
い
と
し
て
も
Ｘ
の
価
格
下
落
は
、

　
尚
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
高
め
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

　
貨
幣
の
限
界
効
用
の
変
化
は
純
粋
（
直
接
）
に
価
格
の
変
化
に

　
基
く
も
ｏ
と
云
ふ
事
が
出
来
る
一
と
こ
ろ
で
、
此
の
場
合
に
於

、
　
・
．
，
吉
・
一
一
、
・
、
、
ノ
生
　
，
、
　
ぺ
、
．
，
怜
茅
パ
具
一
、
、
　
、
、
、
一
一
一
，
、
＾
，
、
、
、
、
パ
，
　
　
…
、
　
．
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（
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け
ろ
貨
幣
の
隈
界
効
用
Ｏ
変
化
は
Ｘ
の
価
格
の
変
化
に
基
く
も

の
、
て
あ
る
一
従
っ
て
、
若
し
両
財
の
価
格
比
率
を
以
前
の
ま
ま

に
と
ど
め
る
様
な
仕
方
、
て
ｙ
の
価
格
も
変
化
す
る
も
の
と
す
れ

ば
、
た
と
え
Ｘ
の
価
格
の
変
化
に
基
き
貨
幣
の
隈
界
効
用
が
変

化
す
る
と
し
て
も
、
ｙ
○
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
は
以
前

と
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
た
だ
、
ン
、
れ
が
変
化
す
る
の
は
ｙ
の

価
格
は
一
定
で
あ
つ
て
Ｘ
の
価
格
の
み
変
化
す
る
か
ら
、
即
ち

両
財
の
価
格
比
率
が
変
化
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

此
の
場
合
の
貨
幣
の
限
界
効
用
の
変
化
に
伴
ふ
ｙ
の
貨
幣
に
対

す
る
隈
界
代
替
率
の
変
化
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
於
け
る
如

く
、
Ｘ
以
外
の
他
財
の
価
格
を
一
定
と
す
れ
ば
、
純
粋
に
価
格

の
変
化
に
基
く
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
よ
り
一

般
的
に
は
、
Ｘ
の
ｙ
に
対
す
る
相
対
価
格
の
変
化
、
即
ち
Ｘ
ｙ

両
財
の
価
格
を
通
じ
て
の
連
関
性
に
基
く
も
の
と
云
ふ
べ
き
で

　
＠

あ
る
。

　
以
上
は
ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
に
於
て
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
動

か
す
原
因
、
従
っ
て
叉
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
定
義
に
於
け
る
判
定
の

基
準
が
パ
レ
ー
ト
ｏ
定
義
に
於
け
る
使
用
上
り
連
関
性
ｏ
外
に



如
何
な
る
連
関
性
を
含
む
も
ｏ
，
て
あ
る
か
に
就
い
て
の
考
察
ノ
、

あ
っ
た
、
此
の
考
察
の
結
果
を
要
約
す
れ
ぱ
次
の
如
く
な
る
。

ヒ
ツ
ク
ス
の
定
義
の
帰
緒
が
パ
レ
ー
ト
？
！
、
れ
と
異
る
最
も
基

本
的
な
る
要
因
は
、
そ
の
定
義
に
於
て
ｙ
の
限
界
代
替
率
の
一

方
に
貨
幣
を
考
へ
た
事
に
基
く
。
然
し
、
此
の
様
な
仕
方
、
て
判

定
の
基
準
の
中
に
貨
幣
を
導
入
す
る
事
が
、
直
ち
に
二
つ
の
定

義
の
帰
結
の
離
反
の
原
因
と
な
る
の
で
は
な
い
、
ン
、
の
様
な
貨

幣
の
導
入
が
、
離
反
の
原
因
と
見
ら
れ
る
の
は
ヒ
ツ
．
ク
ス
の
定

義
に
於
て
一
般
に
貨
幣
ｏ
限
界
効
用
が
変
化
す
る
と
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
、
少
く
と
も
、
前
に
指
摘
し
た
離
反
に
於
て
、
ン
、

れ
が
増
加
す
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
様
な
貨
幣
の

限
界
効
用
の
変
化
乃
至
増
加
は
二
つ
の
原
因
か
ら
起
る
。
ン
、
の

一
は
Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
ン
、
の
購
入
量
の
増
加
が
、
ｙ
の
隈

界
効
用
を
引
上
げ
る
結
果
、
ｙ
の
限
界
効
用
に
ン
、
の
様
な
変
化

の
起
ら
な
い
場
合
よ
り
貨
幣
の
限
界
効
用
を
一
層
大
き
く
引
上

げ
る
事
と
な
る
場
含
で
あ
っ
て
、
此
の
貨
幣
の
限
界
効
用
の
増

加
は
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
も
の
と
云
え
る
、
ン
、
の
二
は
、

Ｘ
の
価
格
下
落
に
基
く
貨
幣
の
丑
、
の
財
に
対
す
る
交
換
比
率
の

　
　
　
ヒ
ッ
ク
ス
に
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
固
）

滅
少
が
、
貨
幣
ｏ
限
界
効
用
を
引
上
げ
る
場
含
ノ
し
あ
り
、
此
○

貨
幣
の
限
界
効
用
の
増
加
は
、
純
枠
に
価
格
の
変
化
に
基
く
も

の
と
云
え
る
一
次
に
、
こ
れ
等
二
つ
の
原
因
（
事
情
）
に
基
く

貨
幣
の
限
界
効
用
の
変
化
は
、
更
に
ｙ
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界

代
替
率
の
変
化
を
結
果
す
る
一
ン
、
し
て
、
ン
、
の
変
化
は
、
第
一

の
場
合
は
使
用
上
の
連
関
性
、
第
二
の
場
含
は
価
格
を
通
じ
て

の
連
関
性
に
基
く
も
の
と
云
え
る
一
斯
く
て
、
結
論
と
し
て
次

○
事
が
云
え
る
一
ヒ
ツ
ク
ス
ｏ
定
義
の
帰
結
が
パ
レ
ー
ト
？
！
、

れ
か
ら
離
反
す
る
場
合
の
起
る
の
は
根
木
的
に
は
ｙ
の
隈
界
代

替
率
の
一
方
に
貨
幣
を
考
え
た
事
に
基
く
が
、
ン
、
ｏ
理
由
は
そ

う
す
る
事
に
依
っ
て
判
定
の
基
準
に
パ
レ
ー
ト
に
於
け
る
連
関

性
の
外
に
更
に
別
の
使
用
上
の
連
関
性
と
価
格
を
通
じ
て
の
連

関
性
を
含
む
事
と
な
る
か
ら
で
あ
る
、

　
以
上
は
二
財
の
み
存
在
す
る
場
合
の
考
察
で
あ
っ
た
が
、
多

数
の
財
が
存
在
す
る
場
合
に
裁
い
て
は
ど
う
で
あ
る
か
、
価
格

を
通
じ
て
の
連
関
性
に
関
す
る
限
り
、
此
六
で
も
同
様
の
壌
が

云
え
る
。
だ
が
、
使
用
上
の
連
関
性
に
関
し
て
は
や
や
事
情
が

異
っ
て
来
る
。
成
程
、
此
の
場
合
に
も
、
一
財
の
購
入
量
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
六
ニ
ニ
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
五
晋
）

加
に
基
く
他
財
の
隈
界
効
用
の
変
化
は
、
貨
幣
の
限
界
効
用
に

影
響
を
あ
た
え
る
で
あ
ろ
う
、
然
し
な
が
ら
、
そ
の
影
響
の
方

向
は
必
し
も
一
様
で
わ
な
い
。
他
財
が
パ
レ
ー
ト
的
意
味
に
於

け
る
補
完
財
で
あ
る
場
合
に
は
、
ン
、
の
隈
界
効
用
の
上
昇
は
貨

幣
の
限
界
効
用
を
引
上
げ
る
で
あ
ろ
う
が
、
代
替
財
で
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
限
界
効
用
の
低
下
は
反
対
に
貨
幣
の
隈
界
効
用

を
引
下
げ
る
こ
と
と
な
る
、
て
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
若
し
一
財
例

え
ば
Ｘ
の
他
に
多
数
の
財
が
存
在
し
、
且
そ
れ
等
の
財
の
中
の

或
も
の
は
Ｘ
と
パ
レ
ー
ト
的
意
味
に
於
け
る
補
完
関
係
に
あ
る

が
、
他
の
も
の
は
代
替
関
係
に
あ
る
と
い
う
様
な
場
合
に
は
、

Ｘ
の
購
入
量
の
増
加
に
基
く
、
そ
れ
等
各
財
の
限
界
効
用
の
変

化
が
貨
幣
の
隈
界
効
用
に
及
ぽ
す
影
響
は
互
に
相
殺
し
合
っ
て
、

締
局
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
に
何
等
の
影
響
も
及
ぼ
す
に
至
ら
な

い
と
云
う
様
な
事
態
ｏ
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
そ
し
て
、

此
の
可
能
性
は
一
般
に
購
入
の
対
象
と
な
る
財
の
数
が
多
く
た

九
ば
な
る
程
増
大
し
、
ン
、
の
数
が
無
隈
に
近
い
と
考
え
し
れ
る

場
合
に
於
て
け
、
ン
、
れ
は
殆
ご
確
定
的
、
て
あ
ろ
と
さ
え
云
え

、
Ｃ
．
ユ
、
、
。
、
な
く
と
も
ン
、
Ｏ
様
汽
場
合
に
於
け
る
貨
幣
の
隈
界
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
穴
一
四
）

用
え
の
影
響
は
、
無
祝
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
程
に
小
さ
い
幸

の
と
考
え
ら
れ
る
、
斯
様
に
し
て
、
一
財
の
所
有
量
の
増
加
に

　
　
　
　
、

基
く
他
財
の
隈
界
効
用
の
変
化
が
貨
幣
の
限
界
効
用
に
及
す
影

響
は
、
二
財
の
み
存
在
す
る
場
合
と
、
多
数
の
財
が
存
在
す
る

場
合
と
で
は
、
異
っ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
購
入
に
就

い
て
見
る
時
、
ユ
、
の
対
象
と
な
る
財
の
数
は
極
め
て
多
く
、
殆

ど
無
限
に
近
い
と
さ
え
見
ら
れ
る
、
従
っ
て
、
一
般
に
一
財
の

価
格
下
落
が
貨
幣
の
限
界
効
用
に
及
ぼ
す
影
響
の
中
、
使
用
上

の
連
関
性
に
基
く
部
分
は
、
た
と
え
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
極

め
て
僅
少
で
あ
り
無
視
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
、
斯
く
て
前
の
、
結
論
は
更
に
精
確
に
云
っ
て
、
次
の
如
く

な
る
、
ヒ
ツ
ク
ス
Ｏ
定
義
の
帰
緒
が
パ
レ
ー
ト
の
ン
、
れ
か
ら
離

反
す
る
場
合
ｏ
起
な
ｏ
は
隈
界
代
替
率
〇
一
方
に
貨
幣
を
考
え

た
事
に
基
，
・
、
が
、
ン
、
い
理
由
は
、
ン
、
う
す
る
事
に
依
っ
て
、
判

定
の
基
準
に
パ
レ
ー
ト
に
於
け
る
連
関
性
の
外
に
、
更
に
別
の

使
用
上
の
連
関
性
と
価
格
を
通
じ
て
ｏ
連
関
性
と
を
、
特
に
主

－
戸
し
し
て
、
後
者
を
含
む
事
と
な
る
か
ら
で
あ
ろ
一



七

　
ヒ
ツ
ク
ス
は
そ
の
定
義
に
於
て
「
限
界
効
用
」
の
概
念
を

「
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
」
○
概
念
に
置
換
え
る
こ
と
に

依
つ
て
、
一
方
に
、
パ
レ
ー
ト
の
定
義
に
於
け
る
効
用
可
測
性

の
仮
定
を
不
必
要
な
る
も
の
た
ら
し
め
る
と
共
に
、
他
方
に
於

て
、
ジ
ヨ
ソ
ソ
ン
、
ア
レ
ン
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
等
の
定
義
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
消
費
面
に
於
け
る
定
義
の
需
要
面
え
の
連
繋

を
可
能
に
し
た
。
叉
、
　
「
消
費
者
の
経
済
状
態
を
以
前
の
ま
ま

に
残
す
」
と
の
前
提
条
件
を
付
加
す
る
事
に
依
り
、
貨
幣
の
介

入
に
伴
っ
て
生
ず
る
所
得
効
果
を
詐
容
す
る
と
共
に
そ
れ
を
排

除
し
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
を
一
定
と
仮
定
す
る
事
に
基
く
需
要

面
か
ら
す
る
従
来
の
定
義
の
不
徹
底
さ
を
修
正
し
、
そ
れ
を
一

　
　
　
〇

層
精
確
な
る
も
の
た
ら
し
め
た
。
こ
の
様
に
見
て
来
る
時
、
ヒ

ツ
ク
ス
の
定
義
は
、
二
膏
に
し
て
言
え
ば
、
代
替
補
完
の
定
義

に
関
す
る
従
来
の
各
種
の
提
案
の
利
点
を
独
自
の
方
法
に
依
り

綜
合
し
た
も
の
と
云
え
る
、
ン
、
し
て
、
此
の
綜
合
の
仕
方
に
は

大
い
に
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か

　
　
　
ヒ
ッ
ク
ス
に
。
拍
け
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味
（
山
田
）

か
わ
ら
ず
、
尚
次
○
事
が
云
え
る
、
ヒ
ツ
ク
ス
が
ン
、
の
綜
合
の

方
法
と
し
て
取
っ
た
最
も
基
本
的
な
る
事
柄
は
代
替
補
完
の
判

定
○
基
準
に
貨
幣
を
導
入
し
た
事
、
即
ち
限
界
代
替
率
の
一
方

に
貨
幣
を
考
え
た
事
で
あ
る
一
然
る
に
、
此
の
様
な
仕
方
で
判

定
の
基
準
の
中
に
貨
幣
を
介
入
せ
し
め
る
と
云
、
つ
事
は
、
同
時

に
定
義
の
帰
結
を
パ
レ
ー
ト
Ｏ
ン
、
れ
か
ら
離
反
せ
し
め
、
従
っ

て
叉
使
用
上
の
連
関
性
を
十
分
に
示
す
事
を
得
し
め
な
く
な
る

原
因
と
な
ろ
，
何
故
な
ら
ば
、
貨
幣
の
隈
界
効
用
が
一
定
で
な

い
か
ぎ
り
、
一
財
の
隈
界
効
用
の
変
化
が
そ
の
財
の
貨
幣
に
対

す
る
限
界
代
替
率
の
変
化
と
常
に
同
一
の
方
向
を
と
る
と
は
云

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
二
つ
の
概
念
が
必
し

も
一
致
し
な
く
な
る
の
は
根
木
的
に
は
貨
幣
の
隈
界
効
用
が
変

化
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
が
、
こ
の
貨
幣
の
限
界
効
用
の
変

化
に
基
く
問
題
の
財
の
貨
幣
に
対
す
る
隈
界
代
替
率
の
変
化
は

一
般
的
に
云
っ
て
購
入
の
対
象
た
る
財
が
多
数
存
在
す
る
最
も

現
実
的
な
る
場
合
に
就
い
て
見
る
隈
り
、
主
と
し
て
価
格
を
通

じ
て
の
連
関
性
に
基
く
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
、
従
っ
て
、

隈
界
代
替
率
の
一
方
に
ン
、
の
様
な
貨
幣
を
考
え
る
時
は
、
財
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
六
一
五
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
五
号
）

亙
間
に
於
け
る
使
用
上
の
連
関
性
に
基
く
関
係
と
、
価
格
を
通

じ
て
の
連
関
性
に
基
く
関
係
と
、
を
区
別
し
得
な
く
な
る
。
換

言
す
れ
ば
、
そ
の
様
な
基
準
を
取
る
時
、
そ
の
判
定
の
結
果
に

バ
レ
ー
ト
に
於
け
る
如
き
使
用
上
の
連
関
性
の
他
に
価
格
を
通

じ
て
の
連
関
性
を
も
含
ま
し
め
る
事
と
な
る
。
然
し
な
が
ら
、

こ
れ
等
二
づ
の
連
関
性
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し

何
故
な
ら
ぱ
、
そ
れ
等
は
単
に
根
本
的
に
性
質
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
と
云
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
様
に
し
て
得
ら
れ

た
連
関
財
の
概
念
を
手
掛
り
に
し
て
こ
そ
一
層
明
確
な
る
基
礎

の
上
に
、
更
に
徹
底
し
た
需
要
の
分
析
が
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
■
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
ヒ
ッ
ク
ス
が
、
隈
界

代
替
率
の
一
方
に
貨
幣
を
考
え
た
事
に
は
多
く
の
利
点
が
認
め

ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
ユ
、
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ン
、
の
様
に
し
て
得
ら

れ
た
ヒ
ッ
ク
ス
の
基
準
は
連
関
財
に
於
け
る
代
替
・
補
完
の
関

係
を
判
定
す
る
基
準
と
し
て
は
尚
十
分
と
わ
云
え
な
い
様
に
思

わ
れ
る
。

　
　
（
註
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冒
肯
蕗
ぎ
に
於
け
る
ｙ
の
限
界
効
用
と
云
う
の

　
　
は
ｙ
の
加
重
限
界
効
用
の
意
味
に
解
さ
れ
る
、
一
従
っ
て
、
・
の

　
　
所
有
量
の
変
化
に
伴
う
ｙ
の
阻
界
効
州
の
変
化
と
、
ｙ
の
貨
幣

　
　
に
対
す
る
限
界
代
替
率
の
変
化
と
は
球
に
そ
れ
に
伴
っ
て
貨
幣

　
　
の
限
界
効
用
が
変
化
す
る
場
合
に
異
る
ば
か
リ
で
わ
な
く
、
Ｖ
一

　
　
の
価
格
が
変
化
す
る
場
合
に
も
、
亦
典
っ
て
来
る
つ
た
だ
、
ヒ

　
　
ッ
ク
ス
の
定
義
に
於
て
は
ｙ
の
価
杵
は
一
定
と
仮
定
さ
れ
て
暦

　
，
る
か
ら
、
後
者
に
妊
く
不
一
致
は
見
ら
れ
ず
、
専
ら
前
者
の
変

　
　
化
に
基
く
離
反
い
み
が
認
め
ら
れ
る
、
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